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がん免疫療法は長らくがん患者さんの役に立つという期待に応えられていませんでした

が、近年免疫チェックポイント阻害療法が医療現場で大きな成功を収めつつあります。昨年
からは遺伝子改変 T細胞の輸注療法が造血器腫瘍に対する新規治療法として米国 FDAによ
り承認を受け、T細胞輸注療法も新しく有効ながん免疫療法として期待を集めています。 
私共は腫瘍特異的な T 細胞レセプター(TCR) 遺伝子を導入したリンパ球の輸注療法を国

内で開発する唯一のグループとして様々な臨床研究を続けています。最近、難治性滑膜肉腫
の患者さんを対象にした NY-ESO-1抗原特異的な TCR遺伝子導入リンパ球輸注の臨床試験
において顕著な抗腫瘍効果を観察しています。また、T細胞輸注療法を患者さんにとってタ
イムリーに実施可能な品質の安定した「オフ・ザ・シェルフ製剤」として提供する為に、非
自己のリンパ球を用いた T 細胞輸注療法の開発を行っています。さらに、有効ながん免疫
応答を誘導する抗原として注目される、個別のがんが持つ遺伝子変異由来の抗原、いわゆる
「ネオアンチゲン」を標的とした T細胞輸注療法の開発にも取り組んでいます。 
本セミナーでは、がんに対する T 細胞輸注療法への期待と現況を概観し、私共が進める新
規 T細胞輸注療法の開発についてご紹介します。 
【池田裕明】 
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